
 

 

 

 

South Dream 

１月２０日に落語家の三遊亭鳳笑さん(高南小、袋井南中 

出身)を迎え、South Dream が行われました。この日に向 

けて、“笑う門には Well-Being 委員会”のメンバーが準備 

を重ね、当日も司会進行を担当してくれました。 

１年生からは伊東さん(1-3)、水野さん(1-5)が 

メンバーとして活躍しました。 

 日本の伝統芸能である落語について、知らない 

生徒はたくさんいたと思いますが、鳳笑さんの落 

語に聴き浸り、演目『転失気』では後半に向かっ 

て徐々に笑いが起き、最後は大きな拍手に包まれていました。 

 質問コーナーでは、真打になるまでの修業時代に心掛けていたことや、自分が本当に好きなものを見極め

ることの大切さなどの話を聞きました。 

生徒の感想（一部抜粋） 

自分が好きだと思えることを見つけることで、新しい世界が見えてくるのだなと思いました。落語家としてどうし

たらみんなが笑ってくれるかなといつも考えていることなど、好きなことについて語っている方はすごく生き生き

としていてキラキラしているなと、見ていて思いました。自分も好きだなと思う仕事をしてたくさんの人に発信した

いなと今回の講話を聞いて感じました。（1-1 岡本） 

いちばん印象に残っている話は、気に入ってもらいたい人の事を好きになることです。他にも、イギリスに留学し

ていたのもすごいと感じました。私は知らない世界に飛び込むことが苦手で、行動するのに時間がかかる人間なの

で、未知の世界へ飛び込んだ鳳笑さんはすごい方だと感じました。私も挑戦する力をつけたいです。（1-1 柴本） 

師匠から「お前は下手だ」と言われていたけれど、それでも落語を続けて、今では一番上の真打になっていてすご

いと思った。監督や師匠から求められていることを理解することで自分のやるべきことが変わってくると分かった。

練習は全て試合や本番をイメージすることが大切と言っていたので、常に心掛けたい。（1-2 松浦） 

私は講話を聞いて、あきらめないことが大切だと改めて思いました。鳳笑さんが上下関係の厳しい落語の世界に入

ったばかりのことを聞いて、驚くことがたくさんありました。今、鳳笑さんが落語を続けているのは、あきらめずに

続けてきたからだと思い、あきらめず続けるということがいかに大切か分かりました。これからも、あきらめず続け

るということを意識していきたいと思いました。（1-2 山下） 

三遊亭鳳笑さんの話を聞いて、落語の楽しさを知りました。落語の中にもいろいろなオチがあって、オチの意味が

分かったときはすごく面白かったです。そのオチを考えるのも難しいと思うのに、その場で考えていたことがすごか

ったです。三遊亭鳳笑さんが話してくれた、夢を叶えることや、職業に就くまでの話は、すごく参考になりました。

自分が得意なことは好きなことであると三遊亭鳳笑さんが言っていたので、私が得意にしていることをもっと好き

になろうと思いました。（1-3 木下） 

初めて落語を聞かせてもらいました。テンポ良く話が進んでいってとても面白かったです。辛い生活をこえて夢を

叶えようとする姿は、これから将来を考える私たちにも大きな影響になったと思います。どんなに未来が遠くとも、

あきらめず、挑戦しようと思いました。そして、鳳笑さんのように人を笑わせられる職業は素晴らしいと思いまし

た。（1-3 鈴木） 
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私は三遊亭鳳笑さんの話を聞いて、夢に近づくのは大変なのだと思いました。鳳笑さんは落語家になりたいと思い

弟子入りしましたが、最初は師匠の雑用係として過ごす日々でした。でも今ではプロの落語家として夢を叶えていま

す。夢を叶えるには、苦労は絶対にあるけれど、その先に夢という光があるのだと思いました。人を楽しませる仕事

をやってみたいと思いました。（1-4 山本） 

好きなことを続けるのっていいなと思いました。鳳笑さんは好きなことをたくさん見つけて見極めることが大切

だと言っていました。また、好きなものや人と自分は違うので、自分の良さを見つけて、それを活かせたらいいなと

思いました。特に印象に残ったのは、有名な本を読んで世界の基準を知るということです。また、興味のあることに

少しでも触れてみることで、自分が本当に好きなものが分かるという話を聞いて、自分もやってみようかなと思いま

した。（1-4 山本） 

落語家になるためには弟子入りをして修行をする必要があるけれど、すごく大変で、でも鳳笑さんは落語が好きだ

からやり続けることができたと話していたことが印象に残っています。また、自分が楽しい、面白いと思わずにやる

と、お客さんに伝わってしまうという話を聞いて、感謝などの自分の気持ちを伝えたい時は、それを強く思いながら

伝えてみようと思いました。（1-5 大久保） 

鳳笑さんの話を通して、落語の面白さや魅力を知ることができました。特に自分は、落語についてあまり知らず、

興味があまりなかったのですが、鳳笑さんの落語を聞くと、その面白さに気付くことができました。落語という厳し

い世界で食べていくという決断をした人の話が聞けて、とても参考になりました。また、笑う門には Well-Being 委

員会の活動を通して、人前に立つことや準備など、様々なことを学ぶことができました。この経験を通して、これか

らの活動に取り入れていきたいです。（1-5 水野） 

 

２月の行事予定 ～Season４「ありがとう」～ 

日 曜 行事予定 日 曜 行事予定 

1 日  15 日  

2 月 ★ 木曜日課、自習室 16 月 ★ 

3 火 水曜日課、４時間授業、完全下校 13:35、私立入試 17 火  

4 水 Ｂ日課、金曜日課、完全下校 13:30、私立入試 18 水 金曜日課、４時間授業、完全下校 13:50 

5 木  弁 当  月曜日課、芸術鑑賞会(１年は帰校後下校) 19 木 リーダーミーティング 

6 金 火曜日課 20 金 水曜日課、１年進路講座(体育館)、学級懇談会 

7 土  21 土  

8 日  22 日  

9 月 ★ メディアについて考える日、定期試験３日前 23 月 天皇誕生日 

10 火 木曜日課、定期試験２日前 24 火 Ｂ日課、あいさつ週間(～27 日)、清掃あり 

11 水 建国記念の日、定期試験１日前 25 水 生徒アンケート 

12 木 ３学期定期試験、健康安全の日 26 木  

13 金 部活動なし、完全下校 15:00、私立合格発表 27 金 部活動なし 

14 土  28 土  

 ２月５日（木） １年生芸術鑑賞会 

浜北文化センターで劇団 SPAC の演劇を鑑賞します。 

当日は通常登校し、１,２校時は授業を行います。            鑑賞する演目は 

会場まではバスで移動します。（12:00 学校発予定）           『弱法師』です。 

この日の１年生の下校は帰校次第となります。 

 

 

★…ウェルビーイングの日（学級や生徒会活動等の活動可能日） 

よろぼし 


